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除雪モデル団体募集除雪モデル団体募集除雪モデル団体募集

生活福祉基金
教育支援基金貸付のご案内
生活福祉基金
教育支援基金貸付のご案内
生活福祉基金
教育支援基金貸付のご案内

低所得世帯を対象に、
修学費用を貸付する制度です。

【資金種類】
①教育支援資金

高校(月)……………… 3.5万円以内
高専(月)……………… 6.0万円以内
短大(月)……………… 6.0万円以内
大学(月)……………… 6.5万円以内

②就学支度費
　　　　　　………………………… 50万円以内

【償還期間】　ー　20年以内
【貸付利息】　ー　無利子
【その他】
①日本学生支援機構の奨学金制度や、母子福祉資金
貸付などの利用が本資金より優先となりますので、
利用可否をご確認ください。
②申請から決定となるまでに約１ヶ月間かかります。

けやき学園(定員50名)では、障がいのある方の生活
支援及び作業支援を行っております。令和３年４月から
私たちとともに働いていただける方を募集しています。
採用人数 ：１名（正職員）
採用月日 ： 令和３年４月1日
勤 務 地 ： 紫波町平沢字境田44番地1
募集期間 ： 令和2年12月10日～令和3年1月12日
試 験 日 ：
　一次試験  令和3年1月13日～令和3年1月19日
　二次試験  令和3年1月30日
＊試験要項、受験申込書については、紫波町社会
福祉協議会ホームページ「けやき学園職員採用
試験要項」をご覧ください。
＊お問い合わせ
　  けやき学園（TEL:019-672-1266 鷹觜、田中）

　令和２年10月発行№209号で、結果報告しており
ましたが、その後追加のご協力がありましたのでお
知らせいたします。

☆㈱オガール紫波様 ………… 3,000円

　紫波町社会福祉協議会では、令和２年７月に
発生した九州南部豪雨災害で被災された方の
支援として募金箱を町内８カ所（ラ・フランス
温泉、紫波グリーンホテル、紫波ビジネスホテル、
オガールベース、紫波中央駅、情報交流館、ナッ
クス、福祉センター）の施設で、令和２年10月
30日（金）までご協力いただきました。おかげさ
まで、多くの皆様から善意のご協力、94,903円
の義援金をお預かりいたしました。
お預かりした義援金は令和２年11月４日

（水）に熊本県共同募金会を通じて、被災された
方々への支援金の一部として役立てられます。
また、日詰公民館健康サークル様(代表 野崎
マツ様)からも義援金37,095円をお預かりしま
した。寄付者のご意向で令和元年10月に発生
した台風19号災害で大きな被害にあった普代
村へ普代村社会福祉協議会を通じて、被災され
た方々への支援金の一部として役立てられます。
　ご協力いただきましたことに、改めて感謝する
とともに厚く御礼申し上げます。ありがとうござ
いました。

●寄　付
　Shiwa-rir様…………………………… 5,080円
　匿名………………………………   160,000円
　匿名…………………………………　50,000円
　匿名…………………………………  10,000円
　匿名…………………………………  10,000円
　㈱伊藤園様…………………………   35,845円

けやき学園
支援職員採用試験のお知らせ

けやき学園
支援職員採用試験のお知らせ

地域住民参加型による除雪並びに安否確認
を行うことを目的にモデル事業を実施します。

指定した団体には、事業費
(１団体５万円を上限 ) を助成
します。詳細は、紫波町社会
福祉協議会まで連絡をお願い
します。

豪雨災害義援金の御礼

電  話：019-672-3258
F A X：019-672-5039
E-mail：shiwa-shakyo@ce.wakwak.com

◆電話番号が記載されている欄についてはそちらにお問い合わせください。
それ以外のお問い合わせは

紫波町社会福祉協議会

紫波町総合福祉センター内　紫波町社会福祉協議会
岩手県紫波郡紫波町二日町字古舘356ー1
TEL：019ー672ー3258　FAX：019ー672ー5039
 e-mail：shiwa-shakyo@ce.wakwak.com
 ホームページ：http://www.shiwa-shakyo.or.jp/

「誰もが安心して暮らすことができる福祉でまちづくり」

表紙写真について：

金婚式と各種表彰について ……２Ｐ

各種事業報告等 ……………………３Ｐ

お知らせ …………………………４Ｐ

◆ 

◆ 

◆ 

CONTENTS
11月22日（日）ラ・フランス温泉館湯楽々で金婚を祝う会が開催

され、50年にわたり苦楽を共にしてきたご夫婦4組8名が出席し、

節目を喜びあいました。詳しくは2ページをご覧下さい。
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　10月30日(金)、岩手県民会館で岩手県社会福祉大会が開催され、福祉に功績
のあった方への表彰が行われました。紫波町内の受賞者は下記のとおりです。

　10月2日(金)、紫波町情報交流館で開催した『ふれあいフェスタ2020』で
社会福祉の増進、功績のあった個人に対して、表彰を行いました。受賞者は
下記のとおりです。

岩手県知事表彰
● 在宅介護者
  ・阿　部　和　子 さん（星山）
  ・髙　橋　アサヨ さん（佐比内）

岩手県社会福祉大会長表彰
● 永年勤続功労者
  ・小　川　　　武 さん（赤石）
● 在宅介護者
  ・谷地舘　せつ子 さん（水分）

社会福祉事業功労者
● 民間社会福祉施設役員等
  ・道　上　陽　子 さん（紫波会評議員）
● 社会福祉団体役員
  ・細　川　ツ　ヨ さん（紫波町身体障がい者福祉協会）
  ・片　桐　敏　夫 さん（紫波町身体障がい者福祉協会）
  ・佐々木　栄　子 さん（紫波町手をつなぐ親の会）
  ・上　戸　ツヤ子 さん（紫波町手をつなぐ親の会）
  ・細　田　芳　子 さん（紫波町更生保護女性の会）
● 民生委員・児童委員
  ・藤　田　　　誠 さん（日詰）
  ・榊　原　由　美 さん（日詰）
  ・久　保　りつ子 さん（古館）

褒賞
  ・中　村　智　子 さん（水分）
  ・須　川　悦　子 さん（水分）
  ・畠　山　エサ子 さん（片寄）
  ・髙　橋　美智子 さん（片寄）
  ・野　原　光　子 さん（長岡）
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　11月11日は「介護の日」です。今年度は時期を早めて10月２日と３日に事業を行いました。
　新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点から、同一時間に大勢集まる講演会等は開催せず事業所
紹介の展示だけを行いました。来場者は2日間で73名でした。
　当日は、同じ建物内でふれあいフェスタも行われ両方の展示を見ていかれた方が大勢いました。障が
い者が作り出した芸術作品を楽しみ、高齢者の介護についての理解を深めていました。
＊この事業は、紫波町役場と3つの社会福祉法人（志和大樹会、紫波会、紫波町社会福祉協議会）から
構成されている「しわ介護の日事業運営委員会」が主催しました。

しわ介護の日事業

　星山・日詰・片寄の各小学校・紫波第二中学校
で9月から12月の間でキャップハンディ体験を実
施し、車椅子と白杖・点字体験を行いました。「見え
なくて怖い」「車椅子が他の人にぶつからないか不
安」等の声が聞かれましたが生徒の皆さんは最後
まで真剣に取り組んでいました。
　社会福祉協議会では福祉教育に関する職員派遣
や福祉用具の貸出しを行っていますので、お気軽に
お問い合わせ下さい。

　『更生保護』とは非行や犯罪に陥った人たちが、再
び社会の一員として、立ち直るのを助けようという制
度です。更生保護女性の会は、更生保護に協力するボ
ランティア団体です。
　保護観察所・保護司と連携し、更生保護施設への
支援・矯正施設への支援・犯罪非行防止・子育て支
援などの活動を行っています。
　活動の一つとして年末に「岩手保護院」と「盛岡少
年院」へ年末施設訪問をしていますが、今年は岩手保
護院に現金と、役員の皆さんに寄贈品のご協力をい
ただき衣類・タオル・お米を届けに行き大変喜ばれ
ました。
　今後も立ち直りの支援とともに、次世代を担う青少
年の健やかな成長を願って、活動を続けていきます。

畠山俊彦さん・千惠子さん細川博明さん・シヅカさん佐藤信夫さん・洋子さん鷹觜充夫さん・陽子さん

岩手県民生委員児童委員協議会長表彰
● 永年勤続退任民生委員・児童委員
  ・阿　部　肇　男 さん（星山）
  ・阿　部　　　孝 さん（古館）

  ・佐　藤　玲　子 さん（赤石）
  ・倉　本　公　雄 さん（赤石）
  ・佐　藤　富美子 さん（古館）
  ・藤　原　美由紀 さん（水分）
● 在宅援護従事者
  ・村　谷　成　之 さん（上平沢）

点字体験

白杖体験

車イス体験

▲ 左：岩手保護院 近藤施設長
　 右：紫波町更生保護女性の会
　　　　　　　　　　 箱崎会長

夫
婦
円
満
の
秘
訣
は

何
で
す
か
？
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  ・阿　部　肇　男 さん（星山）
  ・阿　部　　　孝 さん（古館）

  ・佐　藤　玲　子 さん（赤石）
  ・倉　本　公　雄 さん（赤石）
  ・佐　藤　富美子 さん（古館）
  ・藤　原　美由紀 さん（水分）
● 在宅援護従事者
  ・村　谷　成　之 さん（上平沢）

点字体験

白杖体験

車イス体験

▲ 左：岩手保護院 近藤施設長
　 右：紫波町更生保護女性の会
　　　　　　　　　　 箱崎会長

夫
婦
円
満
の
秘
訣
は

何
で
す
か
？
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除雪モデル団体募集除雪モデル団体募集除雪モデル団体募集

生活福祉基金
教育支援基金貸付のご案内
生活福祉基金
教育支援基金貸付のご案内
生活福祉基金
教育支援基金貸付のご案内

低所得世帯を対象に、
修学費用を貸付する制度です。

【資金種類】
①教育支援資金
　　　　　高校(月)……………… 3.5万円以内
　　　　　高専(月)……………… 6.0万円以内
　　　　　短大(月)……………… 6.0万円以内
　　　　　大学(月)……………… 6.5万円以内
②就学支度費
　　　　　　…………………………  50万円以内

【償還期間】　ー　20年以内
【貸付利息】　ー　無利子
【その他】
①日本学生支援機構の奨学金制度や、母子福祉資金
貸付などの利用が本資金より優先となりますので、
利用可否をご確認ください。
②申請から決定となるまでに約１ヶ月間かかります。

　けやき学園(定員50名)では、障がいのある方の生活
支援及び作業支援を行っております。令和３年４月から
私たちとともに働いていただける方を募集しています。
採用人数 ： １名（正職員）
採用月日 ： 令和３年４月1日
勤 務 地 ： 紫波町平沢字境田44番地1
募集期間 ： 令和2年12月10日～令和3年1月12日
試 験 日 ：
　一次試験  令和3年1月13日～令和3年1月19日
　二次試験  令和3年1月30日
＊試験要項、受験申込書については、紫波町社会
福祉協議会ホームページ「けやき学園職員採用
試験要項」をご覧ください。
＊お問い合わせ
　  けやき学園（TEL:019-672-1266 鷹觜、田中）

　令和２年10月発行№209号で、結果報告しており
ましたが、その後追加のご協力がありましたのでお
知らせいたします。

☆㈱オガール紫波様 ………… 3,000円

　紫波町社会福祉協議会では、令和２年７月に
発生した九州南部豪雨災害で被災された方の
支援として募金箱を町内８カ所（ラ・フランス
温泉、紫波グリーンホテル、紫波ビジネスホテル、
オガールベース、紫波中央駅、情報交流館、ナッ
クス、福祉センター）の施設で、令和２年10月
30日（金）までご協力いただきました。おかげさ
まで、多くの皆様から善意のご協力、94,903円
の義援金をお預かりいたしました。
　お預かりした義援金は令和２年11月４日
（水）に熊本県共同募金会を通じて、被災された
方々への支援金の一部として役立てられます。
　また、日詰公民館健康サークル様(代表 野崎
マツ様)からも義援金37,095円をお預かりしま
した。寄付者のご意向で令和元年10月に発生
した台風19号災害で大きな被害にあった普代
村へ普代村社会福祉協議会を通じて、被災され
た方々への支援金の一部として役立てられます。
　ご協力いただきましたことに、改めて感謝する
とともに厚く御礼申し上げます。ありがとうござ
いました。

●寄　付
　Shiwa-rir様……………………………   5,080円
　匿名………………………………   160,000円
　匿名…………………………………　50,000円
　匿名…………………………………  10,000円
　匿名…………………………………  10,000円
　㈱伊藤園様…………………………   35,845円

けやき学園
支援職員採用試験のお知らせ

けやき学園
支援職員採用試験のお知らせ

　地域住民参加型による除雪並びに安否確認
を行うことを目的にモデル事業を実施します。

　指定した団体には、事業費
(１団体５万円を上限 ) を助成
します。詳細は、紫波町社会
福祉協議会まで連絡をお願い
します。

豪雨災害義援金の御礼

電  話：019-672-3258
F A X：019-672-5039
E-mail：shiwa-shakyo@ce.wakwak.com

◆電話番号が記載されている欄についてはそちらにお問い合わせください。
それ以外のお問い合わせは

紫波町社会福祉協議会

紫波町総合福祉センター内　紫波町社会福祉協議会
岩手県紫波郡紫波町二日町字古舘356ー1
TEL：019ー672ー3258　FAX：019ー672ー5039
 e-mail：shiwa-shakyo@ce.wakwak.com
 ホームページ：http://www.shiwa-shakyo.or.jp/

「誰もが安心して暮らすことができる福祉でまちづくり」

表紙写真について：

金婚式と各種表彰について ……２Ｐ

各種事業報告等 ……………………３Ｐ

お知らせ …………………………４Ｐ

◆ 

◆ 

◆ 

CONTENTS
11月22日（日）ラ・フランス温泉館湯楽々で金婚を祝う会が開催

され、50年にわたり苦楽を共にしてきたご夫婦4組8名が出席し、

節目を喜びあいました。詳しくは2ページをご覧下さい。
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